
R７ 授業科目 教育実習Ⅰ（１年生前期集中/演習/幼稚園教諭必修授業科目） 

 

【到達目標】 

１．施設、乳幼児、職員、環境の実態を把握する。 

２．子どもとの関わりや観察を通して、乳幼児の発達を理解する。 

３．施設の社会的役割について具体的に理解する。 

４．職務内容や保育者としての職業倫理について具体的に学ぶ。 

 内容・項目 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

態

度 

実習態度 積極的に幼児に関わ

ったり、気が付いた

ことを質問したりす

るなど意欲的に実習

することができる。 

積極的に幼児に関わ

ったり、分からない

時は質問したりしな

がら実習することが

できる。 

積極的に幼児に関わ

ることができるが、

分からないことがあ

っても質問すること

が難しい。 

積極的に幼児に関わ

ったり、質問したり

しながら実習するこ

とが難しい。 

研究的態度 実習の振り返りから

課題をみつけ、調べ

たり質問したりしな

がら問題意識をもっ

て実習に取り組んで

いる。 

実習の振り返りから

課題をみつけ、自分

なりの課題をもって

質問しながら実習に

取り組んでいる。 

実習の振り返り返り

が十分でないため、

課題につながりにく

く、1日をこなすだ

けになっている。 

実習を行うことで精

いっぱいであり、問

題意識をもって実習

することが難しい。 

人間関係 礼儀、言葉づかい等

職員及び保護者に適

切な対応をしようと

する。また、協調性

をもって活動するこ

とができる。 

礼儀、言葉づかい等

職員及び保護者に適

切な対応をしようと

する。また、協調性

をもって活動しよう

とすることができ

る。 

礼儀、言葉づかい等

職員及び保護者に適

切な対応をしようと

したり、協調性をも

って活動しようとし

たりしているが十分

ではない。 

礼儀、言葉づかい等

職員及び保護者に適

切な対応ができにく

い。また、協調性を

もって活動すること

ができない。 

能

力 

理解 所属学級の幼児の一

般的な発達について

十分理解し、知識を

活用しようとしてい

る。 

所属学級の幼児の一

般的な発達について

ほぼ理解し、知識を

活用しようとしてい

る。 

所属学級の幼児の発

達についてほぼ理解

しているが、知識の

活用は難しい。 

所属学級の幼児の発

達について理解が不

十分である。 

実践 保育者の職務を概ね

理解し、幼児一人ひ

とりを尊重した関わ

りをすることができ

る。 

保育者の職務を理解

しようとし、幼児一

人ひとりを尊重して

関わろうとしてい

る。 

幼児一人ひとりを尊

重して関わろうとし

ているが、保育者の

視点をもつことが難

しい。 

幼児一人ひとりを尊

重して関わることが

難しい。 

環境構成と

整備 

保育者が行っている

幼児の生活や遊びに

配慮した環境構成の

意図に気付き、真似

をして整えることが

できる。 

保育者が行っている

幼児の生活や遊びに

配慮した環境構成の

意図に気付き、整え

ようとすることがで

きる。 

保育者が行っている

幼児の生活や遊びに

配慮した環境構成の

意図に気付くことは

できるが、自分から

は動くことが難し

い。 

保育者が行っている

幼児の生活や遊びに

配慮した環境構成の

意図に気付くことが

難しい。 

材料の準備や後片付

けが保育教諭の意図

を踏まえてできる。 

材料の準備や後片付

けが自分なりにでき

る。 

指示された材料の準

備はできるが、後片

付けをすることが難

しい。 

指示された材料の準

備および後片付けを

することが難しい。 

記録・反省 実習態度を客観的に

振り返り反省して、

実習日誌に記録する

ことができる。ま

た、分からないこと

は保育者に質問し、

翌日からの保育に活

かすことができる。 

実習態度を客観的に

振り返り反省して、

実習日誌に記録する

ことができる。ま

た、分からないこと

は保育者に質問し、

翌日からの保育に活

かそうとすることが

できる。 

実習態度を自分なり

に振り返り反省し

て、実習日誌に記録

しようとすることが

できる。また、聞か

れたら応答するが自

分から保育者に直接

質問することが難し

い。 

実習態度を自分なり

に振り返り反省し

て、実習日誌に記録

することが難しい。

また、分からないこ

とを保育者に質問 

することができな

い。 

 


